146 植物硏究雑誌第十一卷第二號 


ノ頃ニノ、. 1.5 cm 二達スル。 マ. 夕最近大阪ノ宇井鏠藏氏カラあかみのや■まほほづき卜牧野 
先生ガ假稱サレタモノ、灑本ヲ頂イタガ別種デハナイト考ヘル0 (久內淸孝） 

〇したん、こくたん、たがやさん 

昭和9年ノ秋ノ吉日ノ事デアル、私ガ中井博士ノオ室ヲオ尋ネシタ0其時居會セタ面々 
ノ、前川文夫、靱山泰ーノ兩君デアッタ〇其時中井さんハ園ノ事務室二行カレテ居タガ、間モ 
ナク歸ッテ來ラレテ“君、したん、こくたん、たがやさんヲ見セヨウカ，’卜言ッテ大笑サレ 
夕〇僕モ少シク面喰ッタガ、“へェ”卜答へ夕、スルト中井さん ハ「ホ。 ケット」カラ 封筒 三 
枚ヲ出シテ示サレタガ、夫レニしたん、こくたん、たがやさんガ別々二包マレテ居テ、表 j 
ハ內容ノ名稱ガ記サレテ居夕〇ソレハ某氏カラ其ノ名稱デ栽培シテ居ル/ダガ、夫レデ、ヨイ 
力惡イカ質問=送ッテ來タノデアッタ〇然シテ中井さんハしたん=はまひさかき、こくた 
ん=ひめし やりん ぼい、たがやさん=くさぎじようざん卜解決囘答ナレタガ 'コンナ したん、 
こく たん、 たがやさん ハ 中井先生节始メテダトノ事〇 r ナン センス」 ノ樣ダガ夫レガ假令植 
木屋仲間 ニナ リ トモ用ヒラ レ テ 居 ル 名 トス レバ吾々モー應心得テ居テモヨイ 樣二 思ハレル 
ノデ樂屋裏ノ秘事デハアルガ記シテオク〇之二依ッテ見ルト世間デ、ハ ドンナモノ ヲ_ ドンナ 
名稱デ片付 ケテ居 ルカ判 ラナ イノデ恐ロシクナッタ〇近頃本誌 ガ六 ケ敷イト云 フカラコン 
ナオ 笑ヒ草ヲ書イ テ 見夕、叱 ラ レルカモ知レナイガ笑フ人モアラウ。 C 久內淸孝） 

〇天臺烏藥ノ枝ノ打チ方 

私ハ本誌第十卷第十號二於テ天臺烏藥ノ事ヲ述べタガ、ソノ中二天臺烏藥ガ我國二產スル 
ャウニ 書イタノハトンデモナイ間違デアッタ。天臺烏藥ハ日本ノ木デ、ハナク、モト支那力 
ラ渡ッタモノデ、アル。マタ、コノ木ノ枝ノ打チ方ヲ書イタトコロ ニ、 枝ノ 上ノ腋枝ハ翌年ノ 
春ヲ待ツテハジメテ側板ヲナス、トアルガ、コレデハワケガワカラナイ。誤脫ガアツタヤウ 
:思ハレル〇コ 、へ 枝ノ上ノ腋芽ハ翌年ノ春ヲ待ッテ萠發シテハジメテ側枝.ヲナストデモ 
シナケレバ通ジナイ。天臺烏藥=於イテハ、枝ノ上ノ腋芽ハ冬芽ヲックッテ冬ヲ越シテ翌年 
ノ春萠出テハジメテ側枝 ニ ナル〇コノ木ノ枝ハ春萠出テカラ翌年ノ春マデー年中單ーデ夏 
ノ間二更二枝ヲ打ッコトガナイ。枝ヲ分ッノハイッデモコノ春ノ新芽ノ時二於イテスル 〆 
サウシテコノ單ーナ枝ノ上二葉ガホボ等シイ間隔ヲ置イテ着イテヰル0 (粗山泰一） 
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